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人 世帯

つなぐ ひきだす
公共施設マネジメント

～人口減少社会に対応した
公共施設マネジメント政策とは～

＜ＫＥＹ ＷＯＲＤ＞
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※「つなぐ ひきだす」：滝川市では市民自治基本条例策定市民会議に
おいて、龍谷大学 土山希美枝教授よりご助言いただいたキーワードです。

１．滝川市と公共施設の現状
～滝川市の人口・財政 公共施設老朽化問題～
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■滝川市について
http://www.city.takikawa.hokkaido.jp/200soumubu/03kikaku/01profile/index.html

○滝川市のあゆみ

明治23年（1890年）北海道庁令第１号をもって滝川村誕生
昭和33年（1958年）市制施行
昭和46年（1971年）滝川市と江部乙町が合併
平成８年（1996年）新庁舎が完成
平成20年（2008年）市制施行50年
平成22年（2010年）開村120年
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■滝川市について
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■産業別就業構造の推移
第１次産業 第２次産業 第３次産業

資料：総務省統計局「国勢調査」
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■主要作物別の収穫量（平成24年）

資料：北海道農政事務所
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■農家数の推移

資料：農林水産省「農業センサス」「農林業センサス」

○農業（H22.2.1）
戸数：467戸
農業産出額：39.7億円
耕地面積：4,319ha
※農業産出額はH18.12.31

○事業所（H24.2.1）
事業所数（民営）
：1,946事業所
従業者数：14,697人
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■滝川市について
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■事業所数と年間販売額の推移

年間販売額 事業所数

※平成3年から事業所数と従業者数に飲食店は含まない。
※調査の範囲は、日本標準産業分類に掲げる大分類Ｊ－卸売・小売業（平成９年以前はＩ－卸売・小売業・飲食店）に属する
事業所。
資料：経済産業省「商業統計調査」（平成9年までは3年ごと、平成9年からは5年ごと、平成11年と16年は簡易調査）
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■事業所数と製造品出荷額等の推移

製造品出荷額等 事業所数

※調査の範囲は、日本標準産業分類に掲げる大分類E－製造業に属する事業所。
資料：経済産業省「工業統計調査」・「滝川市工業統計調査」
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○工業（H24.12.31）（従業者数4人以上）

事業所数：29事業所
製造品出荷額等：109億0,345万円
従業者数：577人

○商業（H24.2.1）
事業所数：373店
年間販売額：727.99億円
従業者数：2,826人

滝川市総務部公共施設マネジメント課-7-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■滝川市について

学校数
児童・生

徒・学生数
教職員数
（本務者）

卒業者数
（H25.3）

幼稚園 2 400 27 175

小学校 6 1,935 173 350

中学校 4 1,072 108 357

高等学校 3 1,729 173 588

短期大学 1 374 45 184

専修学校 1 74 8 20

■学校の概況（平成25年）（5月1日現在）

■滝川の特産品
・米（ななつぼしほか）
・りんご
・雪割りなばな
・たまねぎ（滝玉）
・そば
・ナタネ油
・ハルユタカ小麦
・ジンギスカン
・あいがも

滝川市総務部公共施設マネジメント課-8-
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■滝川市の財政と人口の推移

歳出総額（普通会計） 人口（住民基本台帳年度末）
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■滝川市の人口推計と財政について
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■滝川市の人口推計と財政について

滝川市総務部公共施設マネジメント課-10-
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■滝川市の主要な公共施設

いわゆる公共施設白書
対象施設 １４２施設
（学校施設・公営住宅除く）
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■これまでの公共施設に関する取り組みについて

滝川市総務部公共施設マネジメント課-12-

■第１次・第２次行財政改革（平成１０年～平成１６年）

○ 取り組み期間
第１次行革（コスト削減が中心） 平成10～14年度
第２次行革（市役所自身の変革） 平成15年度～

○ 公共施設の見直し
◆統廃合
・緑地区、北滝の川、本町地区、泉町の児童館・児童センターの統廃合
・旭沢自然の家の廃止、百年記念塔の用途廃止、ふるさとセンターの廃止
・羊の里丸加ロードの廃止
・あさひ保育所、開西保育所、泉保育所の統合による一の坂保育所の設置
・東栄保育所の分園化、園芸センターの廃止・貸与
・江部乙診療所の廃止
・市民プール、学校プールの配置の見直しによる第一小プール、第三小プール、東小プール、開西中プールの廃止
◆利用状況等を踏まえた開設期間・時間の見直し
・休館日の設定

月曜 公民館、青年体育センター
日曜 コミュニティセンター、農村環境改善センター、三世代交流センター本館・分館、公民館・児童館(夜間) 
日・祝 勤労青少年体育センター、中高年齢労働者福祉センター

・開設期間 サイクリングターミナル、郷土館、温水プール、オートキャンプ場、海洋センター
◆アウトソーシング
・弓道場、西公園パークゴルフ場、テニスコート等のスポーツ団体への運営管理委託
・西町デイサービスセンター、老人保健施設すずかけ、デイサービスセンターすずかけの社会福祉事業団への運営管理委託
・地区公民館などのコミュニティ施設12館を周辺地域への運営管理委託
・身体障害者福祉センター等の身体障害者福祉協会への運営管理委託
・中央老人福祉センターの市老連への運営管理委託
・中高年労働者福祉センターの滝川砂川広域シルバー人材センターへの運営管理委託
・一の坂保育所、花月保育所、三世代交流センター、青年体育センター等の指定管理者制度導入

2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会



■これまでの公共施設に関する取り組みについて

滝川市総務部公共施設マネジメント課-13-

■滝川市活力再生プラン（平成１７年～平成２２年）

○緊急アクションプラン
◆施設運営の見直し

・公共施設の適正配置：新規建設の抑制・存続廃止の検討・運営コストの削減・受益者負担の適正化
・市立幼稚園のあり方：みずほ幼稚園廃園（平成１８年度末）・おおぞら幼稚園の必要性の検討
・空知太スキー場の運営：運営の終了（平成１６年度限り）
・温水プール運営：開館時間、休館等の見直し、使用料の改定等による収支改善
・観光施設の見直し：丸加高原健康の郷の収支改善、どうぶつランドの小動物園化

○中期アクションプラン
◆施設運営の見直し

・図書館のあり方：新たな計画の策定
・文化センターの運営：民営化等の施設運営の方向性を検討
・児童館のあり方：小学校１校区に１館を基本とした統廃合の検討
・勤労青少年ホームの運営：指定管理者制度の活用を検討
・サイクリングターミナルの運営：指定管理者制度の導入・利用者の拡大を図る
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■これまでの公共施設に関する取り組みについて

滝川市総務部公共施設マネジメント課-14-

■新滝川市活力再生プラン（平成２１年～平成２３年）

○行政資産等の見直し
◆施設の見直し

・市長公宅の見直し：平成２１年度売却
・緑寿園などの譲渡：継続協議
・航空科学研修センターの譲渡：平成２３年度無償譲渡
・陶芸センターの民間移管：行政パートナーの指定管理
・温水プールの民間移管：平成２４年度民間譲渡
・市民会館の貸与・譲渡：継続協議
・重度身体障害者ケアステーションの廃止：平成２１年度廃止
・児童館の機能集約と子どもの居場所づくり：児童館７館・放課後子ども教室推進事業４施設
・老人福祉住宅の廃止：平成２２年度廃止
・どうぶつランドの運営見直し：平成２３年度閉園
・教職員住宅の見直し：１２戸削減
・勤労青少年ホームの見直し：平成２３年度廃止（教育支援センターに機能移転）
・勤労者住宅（旧市職員独身寮）の廃止：廃止・解体の実施
・花月保育所の民間貸与：継続協議
・おおぞら幼稚園の廃園：平成２１年度末閉園

◆施設の活性化
・中央老人福祉センターの活性化
・滝川市美術自然史館・こども科学館の活性化
・図書館の移転：平成２３年度市役所庁舎への移転
・サイクリングターミナルの運営改善

2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■滝川市の公共施設の現状と課題について
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■現存する公共施設の築年別建築状況

建築面積 建築面積累計

旧耐震基準（昭和56年度以前）
178,941.39㎡

新耐震基準（昭和57年度以降）
203,983.82㎡

平成24年度末現在

市民1人当たり床面積
（平成24年度末現在） ： 9.05㎡

滝川市総務部公共施設マネジメント課-15-

学校・公営住宅が中心
市役所庁舎竣工 市立病院竣工
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■滝川市の公共施設の現状と課題について
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■公共施設の建物面積の内訳

延床面積
382,925.21㎡

築30年以上

59.4%
築30年未満

40.6%

■平成24年度末現在

築30年以上

78.6%

築30年未満

21.4%

■平成34年度末現在
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■滝川市の公共施設の現状と課題について
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■公有財産（建物）延べ床面積の推移

公有財産（建物）延べ床面積 人口1人当たりの延べ床面積 昭和48年度を１とした人口比

（延床面積：㎡）
（人口1人当たり延床面積：㎡）
（昭和48年度との人口比：倍）
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■滝川市の公共施設の現状と課題について
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■公共施設の将来の更新費用の推計

建築後30年経過後の大規模修繕 建築後60年後の建替え

40年間の更新費用総額
1,229.6億円

年更新費用の試算
30.7億円

直近10年平均
公共施設投資的経費

3.5倍

直近10年平均
公共施設投資的経費

8.8億円
（億円）
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■滝川市の公共施設の現状と課題について
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■公共施設の貸館利用（稼働）率（平成24年度）
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■滝川市の公共施設の現状と課題について
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■施設にかかる経費に対する利用者負担の割合（平成24年度）

※経費については、施設の決算に資本費として2.4千円/㎡を加算する
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２．公共施設マネジメント取組開始
～日本最速を目指して ＆ 本丸攻め・・～

滝川市総務部公共施設マネジメント課-21-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■財政課ストックマネジメント推進室 設置（平成２４年４月１日）

＜平成２４年度＞

●財政課ストックマネジメント推進室

・（室長） ： 総務部財政課長（併任）

・（主幹） ： 総務部総務課長（併任）

・主査 ： 専任

・（主任技師）：建設部建築住宅課建築保全グループ（併任）

◎当初予算額 ： ０円

滝川市総務部公共施設マネジメント課-22-

●ストックマネジメント推進室の業務

「滝川市の公共施設を早期に維持可能な 適な状態にすること。」

2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■ストック及びコスト情報の収集（平成24年４月～６月）

■いわゆる「公共施設白書」
滝川市では、「公共施設白書」をつ
くって公表していない。

◎スピード重視・・できることから
◎明確な意思表示・・総体としての
問題点を把握し、「マネジメント方
針」を作成

＜㈱日本政策投資銀行＞
全国的な進め方は1年位時間をかけて

施設情報をまとめ、公共施設の現状を市
民にお伝えし、議論の土台を整える。そ
の後、公共施設の存廃を含む公共施設の
あり方の議論を開始するというのが普
通。滝川市の進め方は、「日本 速」か

もしれない。

滝川市総務部公共施設マネジメント課-23-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

①公共施設の複合化・集約化を進め、必要な機能を維持しつつ、今後10年程度を
集中取り組み期間として公共施設を可能な限り削減する。

②新たに公共施設を取得する際は、公共施設の複合化・集約化を行うことを基本と
し、新たに取得する公共施設の床面積を超える規模の既存公共施設の床面積を削減
する。

③今後も維持しつづける公共施設については、省エネルギー化を含む、計画的な修
繕を行い、施設の長寿命化を進めるとともに、施設のライフサイクルコストを念頭
においた歳入の確保策に努めることとする。

④公共施設の維持・管理及び運営については、ＰＰＰ（官民連携）を基本とした、
効率的で経済的な維持管理を行うこととする。

⑤削減の対象となった公共施設は、積極的に売却・賃貸・譲渡を進め、これにより
得られる財源は、残存する公共施設の維持管理経費等に充てる。

⑥広域的な利用が可能な施設は、広域による運営を検討する。

■「滝川市公共施設マネジメント方針」の決定
平成２４年１１月決定http://www.city.takikawa.hokkaido.jp/200soumubu

/06stock_management/stock_housin.html

滝川市総務部公共施設マネジメント課-24-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会



＜施設情報＞
・供用開始 １・２階：昭和51年度

３～５階：昭和56年度
・延床面積 5,511.6㎡
・年間利用者数 ８万人
・耐震性 Ｘ方向のＩｓ値0.6以下

＜問題点＞
・耐震化工事：255,276千円（概算）

・・・耐震改修により壁が増設され、部屋が細分化される。
・・・外壁タイルに劣化があり、鉄骨プレートの設置が必要で、外観の見栄え

が悪化。
・・・耐震化工事中は、代替施設が必要

・ボイラー更新工事：89,000千円（概算）
・・・老朽化が激しくいつ稼働停止してもおかしくない状態。
・・・狭隘なボイラー室に増築でボイラー１台増設したため、現地交換が困難。

・屋上防水工事、受電設備改修、外壁改修工事、サッシ取替工事・・・・・約8億円

他の施設で代替機能を果たすこと
が可能

⇒平成26年3月 施設廃止

⇒平成27年3月 解体

■滝川市総合福祉センターの廃止提案（平成２５年２月）

<before> <after>

滝川市総務部公共施設マネジメント課-25-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■滝川市総合福祉センターの廃止提案

滝川市総務部公共施設マネジメント課-26-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

人 世帯

政策として
打ち出さなければ、
まちは衰退する。

～負のスパイラルに陥っている。
市民は滝川市に住むことをあきらめ始めるのでは～

＜担当者の疑問＞

滝川市総務部公共施設マネジメント課-27-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

３．公共施設マネジメント計画の策定
～アセスメントも必要、

市民との合意形成はもっと重要～

滝川市総務部公共施設マネジメント課-28-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会



■公共施設マネジメント計画策定市民会議
（平成25年５月～）

アドバイザー 石井 吉春(いしい よしはる) 北海道大学公共政策大学院教授

オブザーバー 門田 敦嗣(かどた あつし) ㈱日本政策投資銀行北海道支店企画調査課長

オブザーバー 遠藤 健(えんどう たけし) ㈱日本政策投資銀行北海道支店企画調査課長

滝川市における公共施設のあり方を定める「滝川市公共施設マネジメント計画」の策定に当
たり、広く市民から意見を聴くため、滝川市公共施設マネジメント計画策定市民会議を設置

開 催 日 内 容

第1回 平成25年5月 8日（水曜日） 市長挨拶/正副委員長選任/オリエンテーション

第2回 平成25年5月22日（水曜日） アドバイザー講義

第3回 平成25年6月12日（水曜日） オブザーバー講義

第4回 平成25年6月26日（水曜日） 会議の進め方/協議用資料説明

第5回 平成25年7月3日（水曜日） グループ別討議（分野別議論 文化施設編）

第6回－A 平成25年7月19日（金曜日） グループ別討議（分野別議論 文化・スポーツ施設編）

第6回－B 平成25年7月31日（水曜日） グループ別討議（分野別議論 文化施設編）

第7回 平成25年8月7日（水曜日） グループ別討議（分野別議論 文化・スポーツ施設編）/発表

第8回 平成25年8月21日（水曜日） アンケート調査実施報告/先進施設施設報告

第9回 平成25年9月4日（水曜日） 滝川市都市計画マスタープランの説明

第10回 平成25年9月18日(水曜日) グループ別討議（地区別議論）/ 発表

第11回 平成25年11月26日（火曜日） 公共施設マネジメント計画（案）まとめ

第12回 平成26年2月25日（火曜日） 公共施設マネジメント計画について

http://www.city.takikawa.hokkaido.jp/200soumubu
/06stock_management/stock_shiminkaigi.html

滝川市総務部公共施設マネジメント課-29-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■公共施設マネジメント計画策定市民会議

勉強会

議論のルール
「廃止する施設を決め

るのではない」

市内の施設の現状把握

グループワーク
「機能」を守るために

何をすべきか分野別では・・
「市民の誇り」「活動」が大事
「施設」より「機能」

地区別では・・
「小学校を複合化」

「学校（子ども）」と
「コミュニティ」の融合

計画
（案）

滝川市総務部公共施設マネジメント課-30-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■滝川市公共施設マネジメント計画 （平成26年２月）
http://www.city.takikawa.hokkaido.jp/200soumubu/06stock_management/stock_opinion.html

滝川市総務部公共施設マネジメント課-31-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■滝川市公共施設マネジメント計画 （平成26年２月）

滝川市総務部公共施設マネジメント課-32-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会



■滝川市公共施設マネジメント計画

滝川市総務部公共施設マネジメント課-33-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■公共施設マネジメント計画のポイント

滝川市総務部公共施設マネジメント課-34-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

人

こんなものは、計画ではない。
具体的な施設の存廃計画を打ち出
すべき。

＜庁舎内の反応＞

滝川市総務部公共施設マネジメント課-35-

～有識者による机上の計画ではなく、
今後、市民とともに考え、まちづくり政策
とセットとなった公共施設マネジメントを
進めたい～

＜担当者の思い＞

2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

４．まちづくりと公共施設マネジメント
～つなぐ ひきだす 公共施設マネジメント～

滝川市総務部公共施設マネジメント課-36-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会



■滝川市総合計画（Ｈ24－H33）
http://www.city.takikawa.hokkaido.jp/200soumubu/03
kikaku/03kikakuseisaku/01pdca/20total_plan_h24/tot
al_plan_index.html

滝川市総務部公共施設マネジメント課-37-

ハコモノとソフト事業を
両立させることが

公共施設マネジメント課
の任務

2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

４－１．小学校とコミュニティセンターの
複合化について

滝川市総務部公共施設マネジメント課-38-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■滝川市立西小学校と地域コミュニティセンターの複合化について

滝川市公共施設マネジメント計画に基づき、モデル地区を滝川市立西小学校区と定め、
コミュニティセンター機能を小学校へ集約することの、メリット・デメリットを「庁舎内
ＰＴ」及び「市民会議」において検証する。

１．集約する機能
・コミュニティセンター機能：町内会活動・地域活動（貸館機能）
・公民館機能：各種サークル等生涯学習活動（貸館機能）
・高齢者福祉機能：老人クラブ活動・介護予防事業（貸館機能）
・児童館機能：児童館活動・放課後子ども教室事業
・放課後児童クラブ機能

２．滝川市立西小学校
・施設の耐震化改修を平成27年度実施する際に、耐震強度のない2線校舎を減築するため
余裕教室がなくなることから、解体後の敷地に一定規模の施設整備を行うことを想定して
いる。

滝川市総務部公共施設マネジメント課-39-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■滝川市立西小学校と地域コミュニティセンターの複合化について

○泉地区福祉会館（ＲＣ造 Ｓ56竣工）1,488.43㎡（34）
長寿命化改修費：244,001,796円

○扇町地区コミュニティセンター（鉄骨造 Ｈ5竣工）404.59㎡（22）
長寿命化改修費：88,177,153円

○西地区コミュニティセンター（ＲＣ造 Ｓ57竣工）629.84㎡（33）
長寿命化改修費：102,659,340円

○（仮称）西小学校コミュニティセンター
想定事業費（ＲＣ造）600㎡：168,000,000円（280千円／㎡）

435（百万円）⇒168（百万円）2,522.86㎡⇒600㎡

滝川市総務部公共施設マネジメント課-40-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会



■滝川市立西小学校の通学区域における小学校とコミュニティセンターの
複合化を考える市民会議

北海道大学公共政策大学院教授 石井 吉春 氏

北海道大学大学院工学研究院准教授 小篠 隆生 氏

アドバイザー

第1回 平成26年6月25日 正副委員長選任／オリエンテーション

第2回 平成26年7月15日 アドバイザー講義／意見交換

第3回 平成26年8月21日
ワークショップ／学校に集約できる活動・できない
活動・新たに可能となる活動について

第4回 平成26年9月8日
ワークショップ／複合化・集約施設の在り方や運営
について

第5回 平成26年10月8日 ワークショップ／目指す施設像と課題の整理

先進地視察 平成26年11月4日
先進地視察／ＮＰＯ法人グラウンドワーク西神楽・
東川小学校

第6回 平成26年11月10日 先進地視察報告／フリートーク

第7回 平成26年12月8日 ワークショップ／新たなコミュニティ活動について

第8回 平成27年1月22日
ワークショップ／新たなコミュニティ活動について
（市職員合同）

第9回 平成27年2月9日 会議のまとめに向けて

第10回 平成27年3月2日 終報告書の策定

http://www.city.takikawa.hokkaido.jp/200soumubu
/06stock_management/nishi-shiminkaigi.html

滝川市総務部公共施設マネジメント課-41-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■滝川市立西小学校の通学区域における小学校とコミュニティセンターの
複合化を考える市民会議 http://www.city.takikawa.hokkaido.jp/200soumubu

/06stock_management/nishi-shiminkaigi.html

＜モデル地域における市民会議の議論 前半＞
・身近にあった施設が遠くなり、通えない。
・学校施設では利用上の制約が多く、活動に支障がある。
・学校の防犯上課題がある。
・
・

などなど

課題は山積
ネガティブな議論が

続きます。

議論を重ね
本音で話し合いを

してみると。

＜暮らし・コミュニティ活動の実態＞
・コミュニティ活動の衰退：参加者の減少と高齢化
・老人クラブ活動の衰退：加入者数の減少と活動意欲の減退
・子育て世代の悩み：子育ての孤立化や家庭教育の課題
・生涯学習活動の縮小：参加者が特定少数化
・子どもの成育環境の危機：子どもの体験の質と量の低下

＜モデル地域における市民会議の議論 後半＞
・国も借金だらけ。今後は税金や行政に頼らず市民の暮らしを守らなけれ
ば。
・コミュニティ活動は、三世代による相互の互助活動であるべき。
・今の子どもたちにも、昔の子どもと同じような体験をさせてあげたい。
・学校が終わった放課後は、地域のみんなが先生になる。
・地域には生涯学習の先生がいる。多くの住民が学ぶ機会をつくりたい。

住民自治の芽が
でてきました。

ポジティブな議論に。

滝川市総務部公共施設マネジメント課-42-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■滝川市立西小学校の通学区域における小学校とコミュニティセンターの
複合化を考える市民会議 最終報告書

滝川市総務部公共施設マネジメント課-43-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■新たなコミュニティ活動の担い手候補団体の誕生
～新コミュニティセンター設立準備会 発起人会～

滝川市総務部公共施設マネジメント課-44-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会



■発起人会の目指す 新たなコミュニティ活動とその拠点

滝川市総務部公共施設マネジメント課-45-

【地域のみなさんの想いや声の実現を目指す 新たなコミュニティ活動とその拠点】

○みなさんはこれまで、地域の方々のために様々な活動を実施されてきました。
これらの活動は、この地域が有する貴重な資源であり、財産であります。今後の地域の暮らしを豊かにするためには欠か

すことのできないものです。

○みなさんのこの活動の成果がより多くの方々に恵みとして広がるよう、新たなコミュニティ活動と拠点をつくっていきた
いと考えています。

例えば、

①放課後の子どもたちに対し、地域の様々な先生が新たな拠点に集まり、様々な体験学習ができるようになる。
これは、現在取り組まれている生涯学習活動が、「放課後に」、「学校に設置される施設で行われる」ことで実現できる

可能性があります。

②地域のみなさんの地域に貢献したいという想いを地域の子どもたちや子育て世代、お年寄りや多くの方々に対し、より効
果的にお届けできる。

これは、「地域の様々な世代の集まる新たな活動拠点」で「地域のみなさんの様々な声を聞きながら行われる」ことで実
現できる可能性があります。

このほかにも地域には多くの様々な資源（より良い地域づくりのために「活動されてきた人材」や「地域の環境」、「み
なさんがお支払いされたお金」、「活動に費やされた時間」など）があります。

○私たちは、

新たな活動拠点において、この地域の活動・資源を、つないで、拡げ、さらには参加した方
の充実感がこれまで以上に得られるような仕組みづくりを行う組織
＝「新コミュニティセンター設立準備会」を設置し、
新たなコミュニティ活動とその拠点づくりに関し、様々な検討・取組みを進めてまいりたいと考えております。

○これまで以上に住みよい西小学校地域をつくるために、みなさんのお知恵とご理解・ご協力をお願いいたします。

2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■滝川市としての基本的な考え方

滝川市総務部公共施設マネジメント課-46-

これまで地域内における地域活動の中心は、全世帯が加入している組織である「自治会・
町内会」であったが、 近は、近所付き合いも疎遠となり、加入率も低下するとともに、町
内会活動などへの関心度・理解度も低下し、活動への参加も低迷するなど、従来の活動を担
うことは困難となってきている。

少子高齢化の進展に伴い、それぞれの世代にとって暮らしに関する課題が増大している。
従来はこれらの課題は、「家族」で対応してきたが、「核家族化の進展」により、行政サー
ビス需要となってきている。しかしながら、人口減少などにより行政が対応できるサービス
は将来縮小する可能性もあり、新たなサービスとその担い手組織が必要となる。

コミュニティセンターと小学校を複合化することで、新たなコミュニティ活動を
実践する新たなコミュニティ活動の担い手団体をつくる。

これまでの小さな自治会・町内会単位の活動とその拠点を学校区を単位とした
１つに集約することで、「つなぐ・ひきだす 公共施設マネジメント」政策が
実現できるのではないか。

2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■コミュニティ関連施設 庁舎内プロジェクトチームによる議論

○協議内容（ワークショップ）
「20年後のあるべき姿に向けたソフト事業改革」

滝川市総務部公共施設マネジメント課-47-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

４－２．福祉３施設の複合化について

滝川市総務部公共施設マネジメント課-48-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会



■中央老人福祉センター・三世代交流センター・身体障害者福祉センター

滝川市総務部公共施設マネジメント課-49-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■中央老人福祉センター・三世代交流センター・身体障害者福祉センター
の複合化の視点

１．高齢者の生きがいづくり・社会参加・社会貢献のあり方
・高齢者が元気でいきいきと暮らすための視点：趣味・娯楽・生涯学習・就労の拠点
・社会参加・社会貢献の活性化の視点：現場との接点
・・・・低迷を続ける老人クラブの見直し

２．障がい者の生活・社会参加のためのあり方：障がい者の権利の尊重
・障がい者のＱＯＬ向上の視点：趣味・娯楽・生涯学習の拠点
・社会参加などの活性化の視点：現場との接点

３．三世代交流のあり方
・日常のコミュニティ活動の中で「子ども世代」「子育て世代」「高齢者世代」のつなが
りをつくる
・無理なく気軽に参加できる「コミュニティ・三世代交流」の仕組みをつくる

センター
・就労の場
・交流の場

・ＱＯＬ向上の場

サテライト
・身近な参加の場

・地域コミュニティ

サテライト
・身近な参加の場

・地域コミュニティ

サテライト
・身近な参加の場

・地域コミュニティ

サテライト
・身近な参加の場

・地域コミュニティ

○中央老人福祉センター（ＲＣ造 Ｓ56竣工）1,252.94㎡（34）
長寿命化改修費：215,377,523円

○身体障害者福祉センター（ＲＣ造 Ｓ59竣工）1,590.94㎡（31）
長寿命化改修費：239,943,431円

○三世代交流センター（ＳＲＣ造 Ｓ63竣工）2,389.29㎡（27）
長寿命化改修費：341,601,558円

どれか一つを選択する ｏｒ 別の施設に機能移転・集約する
長寿命化・ＵＤ化・機能強化等の施設改修

滝川市総務部公共施設マネジメント課-50-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■社会福祉施設関連施設 庁舎内プロジェクトチームによる議論

○庁舎内ＰＴの設置

②社会福祉施設関連施設 庁舎内ＰＴ 委員（平成26年９月３日設置）

所 属 ・ 職

保健福祉部次長（福祉課長事務取扱）

保健福祉部福祉課課長補佐

保健福祉部介護福祉課長

保健福祉部介護福祉課主幹

保健福祉部介護福祉課高齢者福祉係長

保健福祉部介護福祉課高齢者福祉係主査

事務局 総務部次長（公共施設マネジメント課長事務取扱）

事務局 総務部公共施設マネジメント課推進係長

事務局 総務部公共施設マネジメント課推進係主任技師

三世代交流センター（ＳＲＣ造 Ｓ63竣工）2,389.29㎡

身体障害者福祉センター（ＲＣ造 Ｓ59竣工）1,590.94㎡

中央老人福祉センター（ＲＣ造 Ｓ56竣工）1,252.94㎡

滝川市総務部公共施設マネジメント課-51-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■プラチナコミュニティの創造

滝川市総務部公共施設マネジメント課-52-

社会参加

コミュニティ

多世代共創

健康

コミュニティ

医療・介護

生涯学習

健康づくり

介護予防

健康管理

ふれ愛の里

國學院大學 文化ゾーン 各学校コミュニティセンター

コミュニティカフェ

滝川版ＣＣＲＣ構想＝ハード×ソフト×仕組み
＜既存ハードを活用し、ソフト・仕組みの構築＞

「健康マジ６５」

「学マジ６５」

「地域マジ６５」

2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会



■滝川市におけるまちづくりと公共施設マネジメントの考え方

滝川市総務部公共施設マネジメント課-53-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

「つなぐ ひきだす 公共施設マネジメント」というキーワー
ドのもと、市民の暮らしの質を高めるような公共施設マネジメ
ント政策に取り組んでいきたい。

１．公共施設マネジメント政策における「施設削減」は、「目的」ではなく「手段」である。

２．「施設削減」という「手段」を用いて実現する「目的」とは何か。

３．将来にわたる「公共施設の老朽化問題」に関する財政論だけではない。財政論だけでは、
「人口減少社会における負のスパイラル」から脱することはできないのではないか。

４．「人口減少社会に対応した公共施設マネジメント政策」とは、今後ますます重要となる市
民活動の拠点のあり方を追求していくものであり、机上の効率論とは異質なもの。

最後に．滝川市の公共施設マネジメント
による実績について

滝川市総務部公共施設マネジメント課-54-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

＜施設情報＞
・供用開始 １・２階：昭和51年度

３～５階：昭和56年度
・延床面積 5,511.6㎡
・年間利用者数 ８万人
・耐震性 Ｘ方向のＩｓ値0.6以下

＜問題点＞
・耐震化工事：255,276千円（概算）

・・・耐震改修により壁が増設され、部屋が細分化される。
・・・外壁タイルに劣化があり、鉄骨プレートの設置が必要で、外観の見栄え

が悪化。
・・・耐震化工事中は、代替施設が必要

・ボイラー更新工事：89,000千円（概算）
・・・老朽化が激しくいつ稼働停止してもおかしくない状態。
・・・狭隘なボイラー室に増築でボイラー１台増設したため、現地交換が困難。

・屋上防水工事、受電設備改修、外壁改修工事、サッシ取替工事・・・・・約8億円

他の施設で代替機能を果たすこと
が可能

⇒平成26年3月 施設廃止

⇒平成27年3月 解体

■滝川市総合福祉センター <before> <after>

滝川市総務部公共施設マネジメント課-55-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■社会福祉施設群の民間譲渡

譲渡施設

・老人ホーム緑寿園（養護・特別養護・軽費）
・老人保健施設ナイスケアすずかけ
・デイサービスセンターすずかけ
・見晴デイサービスセンター
・一の坂保育所
・江部乙保育所
・新生園
・更生園

貸与施設

・花月保育所

延床面積：17,724.72㎡

民間運営が可能

⇒施設の一括譲渡

滝川市総務部公共施設マネジメント課-56-

一の坂保育所

就労継続支援事業所滝川更生園

老人保健施設ナイスケアすずかけ

老人ホーム緑寿園

2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会



更新推計
（４０年）

更新推計
（１年）

更新可能額比
（／8.8億円）

平成２４年度末 1,230億円 30.7億円 3.5倍

平成２５年度末 1,216億円 30.4億円 3.45倍

平成２６年度末 1,127億円 28.2億円 3.20倍

■滝川市公共施設マネジメント計画による取組み
（平成25・26年度実績）

○主な取り組み
廃止・解体：総合福祉センター（－5,511.60㎡）
民間譲渡：緑寿園（特養・養護・軽費）（－7,566.27㎡）・すずかけ（ＤＳ・老健）（－5,719.74㎡）

・更生園（－692.86㎡）・新生園（－1,152.22㎡）・見晴ＤＳ（－412.55㎡）・一の坂保育所
（－855.00㎡）・江部乙保育所（－478.00㎡）

市への譲渡：スポーツセンター（＋3,513.00㎡）
○削減 ▲ 22,388.24㎡ ○増加 ＋3,513.00㎡ ・・・・・・ ▲18,875.24㎡

延床面積 初年度比較
市民１人当たりの

床面積

平成２４年度末 382,925.21㎡ ９．０５㎡／人

平成２５年度末 378,929.22㎡ ▲3,995.99㎡ ９．０２㎡／人

平成２６年度末 354,576.20㎡
▲28,349.01㎡

（▲7.4％）
８．５３㎡／人

（▲0.52㎡／人）

滝川市総務部公共施設マネジメント課-57-2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■滝川市公共施設マネジメントの実績について

滝川市総務部公共施設マネジメント課-58-

170,824.43㎡

382,925.21㎡

378,929.22㎡

354,576.20㎡

3.29㎡/人

9.05㎡/人

9.02㎡／人

8.53㎡／人
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公有財産（建物）延べ床面積の推移

公有財産（建物）延べ床面積 人口1人当たりの延べ床面積 昭和48年度を１とした人口比

（延床面積：㎡）

（人口1人当たり延床面積：㎡）
（昭和48年度との人口比：倍）

2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

■滝川市公共施設マネジメントの実績について

滝川市総務部公共施設マネジメント課-59-
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公共施設の将来更新費用の推計（平成２６年度末）

建築後30年経過後の大規模修繕 建築後60年後の建替え

直近10年平均（H24時点）
公共施設投資的経費

8.8億円

年更新費用の試算
28.2億円

直近10年平均
公共施設投資的経費

3.2倍

40年間の更新費用総額
1,126.8億円

2015年12月22日 青森県市町村ＦＭ研修会

以上 滝川市からの報告でした。

滝川市総務部公共施設マネジメント課-60-

豊かな⾃然、美しい農村景観。
⾃然と都市が共⽣するまち滝川。
その魅⼒を国内、国外に発信することにより
「世界に誇れる国際⽥園都市」
を⽬指しています。
http://www.city.takikawa.hokkaido.jp/index.html
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